
   
    
 
 
 

         
 
 
 
 

                                     
                      
                                                    
 
                                                                           
   
 
＊独立機関が世界の潮流 
 日本では総務省が放送局を規制監督してい

るが、世界では政府から独立した機関が監視

するのが主流。 
 民主党は今国会に「新通信・放送の融合法

案」を出そうとしている。これは、自民党政権の

答申を引きついだもの。                
 法案は、産業振興策の側面が目立ち、放送メ

ディアの公共性・表現の自由が危機的との指摘

がある。                          

＜民主党のマニュフェストより＞   
「国家権力を監視する役割りを持つ放送

機関を国家権力が監督する現行制度の

矛盾を解消し放送に対する国の恣意的

な介入を排除する」 

主催  NHK問題京都連絡会  ・NHK問題大阪連絡会  ・NHK問題を考える会（兵庫）   

イギリス BBC放送に見る 

国家から独立した機関とは 
（放送の独立行政委員会） 

イギリスの視聴者運動の現状 
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政府は「今後の ICT 分野における国民の権利保障等の在り方を考える

フォーラム」で独立行政委員会構想を策定しているが、今、その行方は原口

大臣の「放送の権力からの独立」発言の趣旨から離れるのではないかと危惧

されている。(ICT とは Information Communication Technologyの略) 

独立行政委員会構想はどうなるのか。市民・視聴者が求める独立機関はど

うあるべきか、学習しませんか。 
 

 BBC の目的（放送白書） 
①市民性と市民社会を支える 

②教育と学習機会の提供 

③創造性や文化の鼓舞 

④多用なコミュニテイの反映 

⑤イギリスに世界の動きを、世

界にイギリスの動きを 

⑥デジタル国家イギリスの構築 
 

 

 

 

放送行政はどうあるべきか 


